
台湾観光プロジェクト再始動

日本人観光客を誘致
コロナ前の水準以上へ

張
錫
聰
・
台
湾
交
通
部
観
光
局
局
長
に
聞
く

観
光
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

川
口
春
奈
さ
ん
を
起
用

デ
ジ
タ
ル
の
最
新
動
向
と
今
後

オ
ー
ド
リ
ー
・
タ
ン
氏
が
講
演

日
本
と
の
相
互
交
流

万
人
を
目
指
す

多彩なプログラム
インバウンド強化へ

台湾観光局・台湾観光協会


月

日
に
合
同

天
燈
上
げ
イ
ベ
ン
ト

日
本
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
商
談
会
を
実
施
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台
湾
観
光
局（
張
錫
聰
局
長
）、台
湾
観
光
協
会（
葉
菊
蘭
会
長
）

は
５
月

日
、
「
２
０
２
３
台
湾
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
再
始
動
」
の

発
表
会
、
商
談
会
を
オ
ー
ク
ラ
東
京
で
開
い
た
。
台
湾
行
政
院
の
オ

ー
ド
リ
ー
・
タ
ン
・
デ
ジ
タ
ル
担
当
大
臣
も
来
日
し
、
「
日
台
観
光

業
界
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
の
最
新
動
向
と
今
後
の
展
望
」
に
つ
い
て

講
演
。
団
体
旅
行
復
活
に
向
け
て
の
各
種
施
策
も
発
表
し
た
。

（
右
か
ら
）
葉
（
台
湾
観
光
協
会
会
長
）
、

謝
（
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
大
使
）
、

古
屋
（
自
民
党
日
華
議
員
懇
談
会
会
長
）
、

小
谷
野
（
日
本
旅
行
業
協
会
副
会
長
）
各
氏

　
張
局
長
、葉
会
長
と
共
に
、

自
治
体
、
現
地
旅
行
社
、
ホ

テ
ル
、
観
光
文
化
施
設
な
ど

に
よ
る
観
光
代
表
団
が
来

日
。
日
本
と
台
湾
の
メ
デ
ィ

ア
に
向
け
た
記
者
発
表
会
と

日
本
の
旅
行
会
社
と
の
商
談

会
を
行
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
落
ち
着
き
に
伴
い
、

昨
年

月

日
か
ら
台
湾
入

境
時
に
外
国
人
に
課
せ
ら
れ

て
い
た
３
日
間
の
隔
離
措
置

が
撤
廃
さ
れ
た
。
日
本
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
症
法
の
位
置
付
け
が
５
月

８
日
、
「
２
類
相
当
」
か
ら

「
５
類
」
に
移
行
。
台
湾
で

は
既
に
５
月
１
日
に
同
様
の

措
置
が
取
ら
れ
て
お
り
、
双

方
の
水
際
措
置
が
終
了
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
台
湾

観
光
局
・
台
湾
観
光
協
会
は
、

「
２
０
２
３
台
湾
観
光
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
再
始
動
」
を
打
ち

出
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
と
同
水

準
以
上
の
日
本
人
観
光
客
を

増
や
す
こ
と
目
指
す
。

　
張
局
長
は
主
催
者
あ
い
さ

つ
で
「
台
湾
は
日
本
の
皆
さ

ま
を
温
か
く
お
迎
え
す
る
準

備
が
で
き
て
い
る
。
久
し
ぶ

り
の
海
外
旅
行
は
、
ぜ
ひ
台

湾
か
ら
始
め
て
ほ
し
い
。食
、

文
化
、
景
色
と
い
っ
た
従
来

か
ら
の
魅
力
に
加
え
、
環
境

保
護
や
低
炭
素
に
焦
点
を
当

て
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
ロ
ハ
ス
の
旅
な
ど
も
ご
用

意
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
日

台
間
の
観
光
交
流
の
復
活
に

期
待
を
込
め
た
。

　
葉
会
長
も
主
催
者
と
し
て

登
壇
し
、
「
コ
ロ
ナ
禍
中
、

ツ
ア
ー
や
大
規
模
イ
ベ
ン
ト

は
な
か
っ
た
が
、
台
湾
と
日

本
の
観
光
業
界
は
観
光
交
流

再
開
の
日
に
向
け
て
双
方
で

準
備
を
進
め
て
き
た
。
本
日

が
そ
の
再
始
動
、
キ
ッ
ク
オ

フ
の
日
だ
。
２
０
１
９
年
は

台
湾
か
ら
日
本
へ
５
０
０
万

人
、
日
本
か
ら
台
湾
へ
は
２

０
０
万
人
が
訪
れ
た
。
相
互

交
流
人
数
の
目
標
で
あ
っ
た

７
０
０
万
人
を
達
成
し
た
。

こ
の
７
０
０
万
人
を
２
０
２

５
年
ま
で
に
は
復
活
さ
せ
た

い
。

年
１
～
２
月
の
台
湾

出
国
者
数
は
１
５
０
万
人

で
、
そ
の
う
ち

万
人
以
上

が
日
本
を
訪
れ
た
。こ
の
間
、

日
本
か
ら
台
湾
へ
は
８
万
人

未
満
で
、
そ
の
差
は
あ
ま
り

に
大
き
い
。
双
方
の
健
全
な

相
互
訪
問
の
実
現
に
向
け
て

共
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
強
調
。
観
光
交
流
人
口
の

復
活
に
向
け
た
決
意
を
語
っ

た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
来
賓
を
代

表
し
、
台
北
駐
日
経
済
文
化

代
表
処
の
謝
長
廷
大
使
、
自

民
党
衆
議
院
議
員
で
日
華
議

員
懇
談
会
会
長
の
古
屋
圭
司

氏
、
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
）
副
会
長
で
日
本
旅

行
社
長
の
小
谷
野
悦
光
氏
の

３
氏
が
登
壇
し
、
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
謝
大
使
は
「
３
年
間
の
悪

夢
が
去
っ
た
。
台
湾
か
ら
日

本
へ
、
日
本
か
ら
台
湾
へ
自

由
に
往
来
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
台
湾
と
日
本
は
地
理

的
に
近
く
、
信
頼
関
係
も
厚

い
。
台
湾
と
日
本
の
観
光
業

界
は
大
変
努
力
さ
れ
て
お

り
、
感
謝
し
た
い
。
観
光
交

流
の
復
活
を
願
っ
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

　
古
屋
議
員
は
「
な
か
な
か

会
え
な
い
長
距
離
恋
愛
の
カ

ッ
プ
ル
が
、や
っ
と
会
え
る
。

台
湾
と
日
本
は
、
長
い
歴
史

の
積
み
重
ね
の
中
で
強
い
絆

で
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
絆

を
つ
な
ぎ
続
け
る
た
め
に
も

特
に
修
学
旅
行
で
の
学
校
間

交
流
の
復
活
に
期
待
し
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
小
谷
野
副
会
長
は
「
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
と
台
湾
観
光
局
は


日
、
訪
台
日
本
人
客
数
を


年
の
水
準
に
戻
し
、
超
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
覚
書

（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）
に
調
印
し
た
。

双
方
向
交
流
の
拡
大
に
向
け

て
よ
り
強
固
で
親
密
な
関
係

を
構
築
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
表
会
で

氏
が
登
壇
（
張
錫
聰
・
交
通
部
観
光

局
局
長
▽
葉
菊
蘭
・
財
団
法
人
台
湾
観
光
協
会
会
長
▽
オ
ー
ド
リ
ー

・
タ
ン
・
行
政
院
デ
ジ
タ
ル
担
当
大
臣
▽
謝
長
廷
・
台
北
駐
日
経
済

文
化
代
表
処
大
使
▽
古
屋
圭
司
・
自
由
民
主
党
日
華
議
員
懇
談
会
会

長
、
衆
議
院
議
員
▽
小
谷
野
悦
光
・
一
般
社
団
法
人
日
本
旅
行
業
協

会
副
会
長
▽
鈴
木
憲
和
・
自
由
民
主
党
青
年
局
局
長
、
衆
議
院
議
員

▽
西
尾
忠
男
・
一
般
社
団
法
人
日
本
旅
行
業
協
会
海
外
旅
行
促
進
協

会
副
委
員
長
▽
田
ヶ
原
聡
・
日
台
観
光
促
進
協
会
理
事
長
▽
久
保
田

穣
・
公
益
財
団
法
人
日
本
観
光
振
興
協
会
理
事
長
▽
皆
川
幸
夫
・
公

益
財
団
法
人
日
本
台
湾
交
流
協
会
貿
易
経
済
部
次
長
）

　
―
―
台
湾
政
府
は
観
光
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。

　
「
蔡
英
文
総
統
は
２
０
１

９
年

月
の
全
国
観
光
政
策

発
展
会
議
の
際
に
『
観
光
は

国
の
経
済
発
展
を
け
ん
引
す

る
存
在
で
あ
り
、
観
光
に
お

け
る
競
争
力
は
国
家
に
お
け

る
競
争
力
で
あ
る
』
と
強
調

さ
れ
た
。
２
０
３
０
年
に
は

台
湾
が
ア
ジ
ア
に
お
け
る
重

要
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
期
待

す
る
と
も
述
べ
た
。
そ
れ
ら

を
実
現
す
る
た
め
、

年
か

ら
①
観
光
局
を
観
光
署
に
昇

格
さ
せ
る
こ
と
②
『
Ｔ
ａ
ｉ

ｗ
ａ
ｎ
　
Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
ｉ
ｓ
ｍ

　
２
０
３
０
観
光
白
書
』
を

制
定
す
る
こ
と
―
を
目
標
に

掲
げ
た
。
全
国
観
光
発
展
会

議
を
開
催
し
、
新
し
い
方
法

や
現
状
の
問
題
点
、
解
決
方

法
な
ど
課
題
を
洗
い
出
し
、

総
統
自
ら
が
述
べ
た
〝
観
光

大
国
〟
の
実
現
に
向
け
て
、

台
湾
の
観
光
、
発
展
に
つ
な

が
る
活
動
を
続
け
て
い
る
」

　
―
―
オ
ー
ド
リ
ー
・
タ
ン

行
政
院
デ
ジ
タ
ル
担
当
大
臣

は
観
光
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
も
積
極
的
だ
と
伺
っ
て
い

る
。

　
「
台
湾
で
は
、
群
衆
密
度

検
出
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
、

ｅ
Ｔ
ａ
ｇ
（
台
湾
の
Ｅ
Ｔ

Ｃ
）
、
交
通
情
報
統
合
な
ど

の
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
デ
ー
タ

収
集
を
通
じ
て
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
て
観
光
ス
ポ

ッ
ト
を
統
合
し
、
ス
マ
ー
ト

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
促
進
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ラ
イ
ン
に
統

合
し
て
乗
客
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
、
乗
客
が
事
前
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
こ
の
仕
組
み
は
利
用
者

に
と
っ
て
よ
り
快
適
な
旅
行

環
境
を
提
供
す
る
も
の
だ
。

故
宮
博
物
院
の
文
物
（
収
蔵

品
）
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
実
施

し
た
。
２
０
２
１
年
に
完
成

し
た
ア
ジ
ア
最
大
の
イ
ン
タ

ラ
ク
テ
ィ
ブ
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー

ル
や
Ａ
Ｒ
で
多
様
な
博
物
館

の
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
台
湾
文

化
省
、
デ
ジ
タ
ル
開
発
省
、

経
済
省
の
協
力
に
よ
り
、
芸

術
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
進

め
て
い
る
。
台
湾
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
『
タ
ー
ン
レ
フ
ト
、
タ

ー
ン
ラ
イ
ト
』
を
５
Ｇ
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
で
構
築
し
た
。
２
番

目
の
シ
ー
ン
に

台
の
光
学

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
画

像
認
識
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

俳
優
の
動
画
を
キ
ャ
プ
チ
ャ

し
、
そ
れ
ら
を
最
初
の
シ
ー

ン
に
投
影
し
て
、
二
つ
の
シ

ー
ン
が
低
遅
延
で
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
相
互
作
用
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
し
た
新
し
い
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
の
表
現
手
法
を

開
発
し
た
」

　
―
―
台
湾
の
旅
行
関
連
ビ

ジ
ネ
ス
の
規
模
は
ど
の
く
ら

い
か
。

　
「
２
０
２
０
年
の
数
値
に

な
る
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
支
出
、
台
湾
人
の
国
内
観

光
支
出
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

観
光
支
出
の
合
算
額
が
約
２

兆
２
８
４
３
億
円
（
５
１
４

３
億
ニ
ュ
ー
台
湾
㌦
）
だ
っ

た
」

　
―
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
ど

の
く
ら
い
か
。

　
「
２
０
２
１
年
の
訪
台
旅

客
の
観
光
に
お
け
る
支
出
の

推
計
値
は
約
１
０
１
９
億
円

（
７
・

億
米
㌦
）だ
っ
た
」

　
―
―
訪
台
日
本
人
客
数
の

ピ
ー
ク
は
２
０
１
９
年
の
２

０
０
万
人
超
だ
っ
た
。

　「

年
が
約
２
１
７
万
人
、


年
が
約

万
人
、

年
が

約
１
万
人
、

年
が
約
８
・

８
万
人
だ
っ
た
。
参
考
ま
で

に
ご
紹
介
す
る
と
、

年
約

１
２
９
万
人
、

年
約
１
４

３
万
人
、

年
約
１
４
２
万

人
、

年
約
１
６
３
・
５
万

人
、

年
約
１
６
２
・
７
万

人
、

年
約
１
８
９
・
６
万

人
、

年
約
１
８
９
・
９
万

人
、

年
１
９
６
・
９
万
人

だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

は
甚
大
だ
」

　
―
―

年
の
訪
台
日
本
人

客
数
は
約
５
０
０
万
人
で
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
か
ら
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
な
状
態
が
続
い
て

い
る
。

　
「
台
湾
と
日
本
の
間
で
相

互
交
流
旅
客
数（
合
算
人
数
）

を
７
０
０
万
人
に
し
よ
う
と

い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
て
、


年
に
そ
れ
を
達
成
し
た
。

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
状
態
の
解
消

は
ず
っ
と
課
題
だ
っ
た
が
、

今
年
５
月
に
入
っ
て
双
方
の

水
際
対
策
が
終
了
し
た
た

め
、
『
２
０
２
３
台
湾
観
光

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
再
始
動
』
を

掲
げ
、
日
本
人
観
光
客
の
再

誘
致
の
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
日
本
の
観
光
業
界
と

協
力
し
て
始
め
た
。

年
ま

で
に
相
互
交
流
７
０
０
万
人

の
復
活
を
、
そ
の
先
は
７
５

０
万
人
を
目
指
し
た
い
」

　
―
―
訪
日
台
湾
人
旅
行
客

は
日
本
の
温
泉
地
、
旅
館
も

好
ん
で
訪
れ
る
。
局
長
は
ど

こ
が
お
好
き
で
す
か
。
お
好

き
な
日
本
の
食
事
は
。

　
「
残
念
な
が
ら
訪
日
時
に

毎
回
温
泉
地
に
行
け
る
わ
け

で
は
な
い
の
だ
が
、
今
ま
で

訪
れ
た
中
で
は
、
箱
根
の
温

泉
と
北
海
道
の
洞
爺
湖
温
泉

の
２
カ
所
が
気
に
入
っ
て
い

る
。
食
事
は
、
日
本
の
ラ
ー

メ
ン
と
お
す
し
が
好
き
だ
」

　
―
―
台
湾
で
お
す
す
め
の

温
泉
地
、
料
理
は
。

　
「
台
湾
に
は

カ
所
の
温

泉
地
が
あ
る
。
台
北
な
ら

『
新
北
投
温
泉
』
『
烏
來
温

泉
』
、
台
中
な
ら
『
谷
関
温

泉
』
、
台
南
な
ら
『
関
子
嶺

温
泉
』な
ど
が
お
す
す
め
だ
。

関
子
嶺
温
泉
は
台
湾
唯
一
の

泥
温
泉
で
美
容
に
良
い
と
さ

れ
て
い
る
。
料
理
は
七
面
鳥

の
鶏
飯
、
巨
大
な
鶏
唐
揚
げ

『
鶏
排
（
ジ
ー
パ
イ
）
』
、

朝
ご
飯
で
よ
く
食
べ
ら
れ
る

豆
乳
ス
ー
プ
の
『
鹹
豆
漿

（
シ
ェ
ン
ト
ウ
ジ
ャ
ン
）
』

を
お
す
す
め
し
た
い
」

　
記
者
発
表
会
後
に
開
催
さ

れ
た
懇
親
会
席
上
で
は
、
台

湾
観
光
局
・
台
湾
観
光
協
会

東
京
事
務
所
の
鄭
憶
萍
所
長

が
再
開
後
の
台
湾
へ
の
送
客

の
取
り
組
み
に
関
す
る
感
謝

を
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
ア
ウ
ト
バ
ン
ド
促
進

協
議
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）
の
台

湾
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と

検
討
し
て
き
た
合
同
天
燈
上

げ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が

月


日
に
正
式
決
定
し
た
こ
と

を
報
告
。
台
湾
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
座
長
を
務
め
る

ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
代
表
取
締
役

会
長
の
西
尾
忠
男
氏
と
と
も

に
一
丸
と
な
っ
て
台
湾
へ
の

送
客
増
進
に
つ
な
げ
て
い
く

決
意
を
表
明
し
た
。

（
右
）
台
湾
観
光
局
・
台
湾

観
光
協
会
鄭
東
京
事
務
所
所

長
（
左
）
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
促
進
協
議
会
（
Ｊ

Ｏ
Ｔ
Ｃ
）
台
湾
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
座
長
を
務
め
る
西

尾
氏
（
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
代
表

取
締
役
会
長
）

　
台
湾
観
光
局
・
台
湾
観
光

協
会
は
、
「
２
０
２
３
台
湾

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
再
始

動
」
で
、
日
本
国
内
か
ら
台

湾
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外

国
人
旅
行
者
）
の
取
り
込
み

の
強
化
と
、
さ
ら
な
る
台
湾

旅
行
へ
の
関
心
を
高
め
、
コ

ロ
ナ
前
と
同
水
準
以
上
の
日

本
人
観
光
客
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
、
積
極
的
な
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
行
う
。

　
具
体
的
に
は
、
「
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
「
個
人
旅
行
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す

る
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
（
日
本

旅
行
業
協
会
）
と
の
各
種
ジ

ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
。

　
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
訪
台
団
体

ツ
ア
ー
客
報
奨
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
団
体
向
け
旅
行
代
金
サ
ポ

ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
」

「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー

・
報
奨
旅
行
誘
致
サ
ポ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
訪
台
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
旅
行
推
進
に
関
す

る
補
助
金
交
付
）
」「
地
方
チ

ャ
ー
タ
ー
誘
致
助
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」「
ク
ル
ー
ズ
客
船
誘
致

助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
。

　
個
人
旅
行
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
は
、
台
湾
を
訪

れ
る
外
国
人
個
人
旅
行
客
に

対
し
て
抽
選
で
５
千
ニ
ュ
ー

台
湾
㌦
（
約
２
万
２
千
円
）

分
の
電
子
マ
ネ
ー
か
ホ
テ
ル

バ
ウ
チ
ャ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
。

　
台
湾
観
光
局
は
女
優
の
川

口
春
奈
さ
ん
を
日
本
市
場
向

け
台
湾
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
新
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
起
用
。
５
月
９
日
に

台
北
市
内
で
発
表
記
者
会
見

を
行
っ
た
。

　
台
湾
の
北
部
、
南
部
、
中

部
を
巡
っ
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
動
画
を
撮
影
中
の
川
口
さ

ん
は
、

日
の
東
京
で
の
発

表
会
で
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

＝
写
真
。
「
台
湾
は
日
本
か

ら
近
く
、
食
べ
物
も
本
当
に

お
い
し
く
、
皆
さ
ん
と
て
も

親
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
台
湾
旅
行
の
魅
力
を

お
伝
え
し
て
、
た
く
さ
ん
の

日
本
の
皆
さ
ん
に
台
湾
へ
来

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
」
と
楽
し
そ
う
に
話

し
た
。

　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

の
テ
ー
マ
は「
＃
美
食
」「
＃

文
化
」
「
＃
生
態
」
「
＃
ロ

ハ
ス
」
。
７
月
か
ら
の
公
開

を
予
定
。
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
屋

外
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
駅
・
交
通
広

告
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で

台
湾
の
魅
力
を
発
信
す
る
。

　
商
談
会
で
は

テ
ー
ブ
ル

で

分
間
の
商
談
を
２
セ
ッ

ト
行
っ
た
＝
写
真
。

　
台
湾
か
ら

団
体
（
政
府

機
関
・
自
治
体
関
係
機
関
４

団
体
、
旅
行
会
社
９
社
、
ホ

テ
ル

軒
、
観
光
関
連
施
設

４
カ
所
）
、
日
本
か
ら
バ
イ

ヤ
ー
（
旅
行
会
社
）

社
が

参
加
し
た
。

　
台
湾
の
デ
ジ
タ
ル
担
当
大

臣
、
オ
ー
ド
リ
ー
・
タ
ン
氏

も
登
壇
し
、
「
日
台
観
光
業

界
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
の
最

新
動
向
と
今
後
の
展
望
」
と

題
し
て
講
演
し
た
＝
写
真
。

講
演
の
要
旨
は
次
の
通
り
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
台
湾
で
は
デ
ジ
タ
ル
を

「
数
位
」
と
書
く
。
こ
の
漢

字
の
意
味
は
プ
ル
ー
ラ
ル

（
ｐ
ｌ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ
＝
複
数
、

多
元
的
）
。
つ
ま
り
私
は
プ

ル
ー
ラ
ル
の
担
当
大
臣
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
デ
ジ
タ
ル

を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
お

互
い
が
多
元
的
に
協
力
し
て

い
く
精
神
が
大
事
。
時
間
の

隔
た
り
、
空
間
の
距
離
、
言

語
の
違
い
な
ど
を
プ
ル
ー
ラ

リ
テ
ィ
の
精
神
で
縮
め
る
こ

と
で
、
お
互
い
が
一
緒
に
同

じ
空
間
に
い
る
よ
う
な
感
覚

を
得
て
、
共
通
の
価
値
観
を

作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
に
は
１
人
も
取

り
こ
ぼ
さ
な
い
と
い
う
理
念

が
あ
る
。
こ
れ
は
重
要
な
価

値
で
あ
り
、
観
光
や
文
化
と

い
っ
た
面
で
と
て
も
ユ
ニ
ー

ク
な
応
用
が
で
き
る
。

　
自
分
の
今
い
る
場
所
か
ら

離
れ
た
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
っ
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
て
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
（
双
方
向
）
な
交
流
が
で

き
れ
ば
観
光
の
可
能
性
が
広

が
る
。
例
え
ば
、
小
さ
な
子

供
や
高
齢
者
を
現
地
に
連
れ

て
行
っ
て
も
、
混
雑
度
や
移

動
の
面
で
問
題
な
い
か
ど
う

か
を
事
前
に
ア
ク
セ
ス
し
て

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

目
の
不
自
由
な
方
に
は
、
ア

プ
リ
に
よ
る
音
声
ガ
イ
ド
で

ご
自
身
の
位
置
や
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
起
き
て
い
る
こ
と
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
車

椅
子
の
方
も
デ
ジ
タ
ル
な
ら

気
軽
に
旅
行
で
き
る
。
バ
リ

ア
フ
リ
ー
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に

動
き
回
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
故
宮
博
物
院
で
は
文
物
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
て
お
り
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
国
宝
の
見

学
、
体
験
が
で
き
る
。
実
際

に
訪
れ
る
と
、
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ブ
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ル
や

Ａ
Ｒ
で
多
様
な
博
物
館
体
験

も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
収
蔵

品
鑑
賞
体
験
を
提
供
し
て
い

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
故

宮
博
物
院
の
所
蔵
品
は
、
任

天
堂
ス
ウ
ィ
ッ
チ
の
人
気
ゲ

ー
ム「
ど
う
ぶ
つ
の
森
」で
、

文
物
と
し
て
部
屋
に
飾
る
こ

と
も
で
き
る
。

　
観
光
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
図

る
こ
と
で
、
情
報
を
よ
り
多

く
の
人
に
発
信
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
皆
さ

ん
の
知
恵
を
集
め
る
こ
と

で
、
よ
り
持
続
的
な
発
展
が

可
能
に
な
る
。


